


日本医学教育学会大会

COI開示
筆頭演者名：小畑 陽子

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある

企業などはありません。



＜専門医の質＞
各学会が独自に運用、学会の認定基準の統一性、
専門医の質の維持が懸念される

＜求められる専門医像＞
専門医としての能力について医師と患者との間に
とらえ方のギャップがある

＜地域医療の安定的確保＞
医師の地域偏在・診療科偏在は重要な課題である

現在の専門医制度の見直しが必要

現在の専門医制度の問題点



新・専門医制度導入へ向けてのスケジュール

現在の研修医1年目から開始

日本専門医機構の設立

２０１１年

２０１４年

２０１５年

２０１７年

２０２０年～

専門医の在り方に関する検討会

２０１６年

専門医養成プログラムの作成・認定

新・専門医養成プログラムへの募集開始

新・専門医養成プログラム研修開始

新制度による専門医認定



内科

小児科

皮膚科

精神科

外科

整形外科

産婦人科

眼科

放射線科

麻酔科

病理

臨床検査

耳鼻咽喉科

泌尿器科

脳神経外科

形成外科

救急科

リハビリテーション科

総合診療科

基本領域専門医 １９領域

サブスペシャリティ領域専門医 ２９領域

消化器
循環器
呼吸器
血液
内分泌代謝
糖尿病

消化器外科
呼吸器外科
心臓血管外科
小児外科
小児循環器
小児神経科

小児血液・がん
周産期
婦人科腫瘍
生殖医療
老年病
頭頚部がん

腎臓
肝臓
アレルギー
リウマチ
神経内科
感染症

放射線治療
放射線診断
手外科
脊椎脊髄外科
集中治療

今後増える可能性あり

基本領域のいずれか1つの専門医を取得することが基本



69の専門医養成コースを設置
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長崎大学病院の後期研修



2013年度～



内科専門医を目指す学生，研修医及び修練医
に対して，各内科への入局の有無にかかわら
ず，内科６科が垣根を越えて連携し，質の高い
魅力的な内科専門医育成プログラムを提供する
とともに，内科専門医育成の教育拠点となること
を目的とする。

長崎大学病院内科専門医育成所
（通称：内科ハブセンター）設立

2015年4月



大学病院内での位置づけ

病院長

医療教育開発センター長

医師育成キャリア支援室長

医科卒後研修部門長

医療教育開発センター
副センター長

歯科教育研修部門長

看護研修部門長

薬剤研修部門長

コメディカル等研修部門長

初期研修コース 後期研修コース

内科専門医育成所
（通称：内科ハブセンター）

医師育成キャリア支援室

医科卒後研修部門

初期研修コース 後期研修コース

外科専門医育成所
（通称：外科ハブセンター）

内科専門医育成所長
（通称：内科ハブセンター長）

外科専門医育成所長
（通称：外科ハブセンター長）

救急医療教育部門長



呼吸器
感染症

内分泌
代謝

消化器

腎臓循環器

センター長
副センター長

各科コーディネーター
専任事務

リウマチ
膠原病

感染症

脳神経血液

内科ハブセンターの構成



入局後のローテート調整

内科全般幅広い分野の研修を可能にする

今年度内科入局者19名中6名が
ローテート予定



学生・研修医への説明会

６年生 １２名
研修医 ２０名
修練医 ５名
指導医 １７名



初期研修コース登録者への
内科研修手帳導入

研修手帳 指導医研修医

経験症例の記録
情報共有
評価

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://matome.naver.jp/odai/2128928673246866001/2128929187247028303&ei=VBWdVf_BGsfn8AXliYDoCA&bvm=bv.96952980,d.dGo&psig=AFQjCNFxSc98FTFEcCzHJh2NofW5Kvtzgw&ust=1436444060640946
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://matome.naver.jp/odai/2128928673246866001/2128929187247028303&ei=VBWdVf_BGsfn8AXliYDoCA&bvm=bv.96952980,d.dGo&psig=AFQjCNFxSc98FTFEcCzHJh2NofW5Kvtzgw&ust=1436444060640946


今後の課題

• 新整備基準に則った研修プログラムの作成

• 教育指導体制の整備

（内科救急講習会、CPCなど）

• 対象者（学生・研修医・修練医）への情報周知

• 病院群を形成する関連病院との連携


